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仲
間
」 

 
 

 

 

「みーこのおうち」  
さくら保育園  
そうとめ かな さん（年長） 

白
鷗
大
学
経
営
学
部
教
授 

栗
山 

英
樹 

 
 

 

 

二
〇
二
三
年
三
月
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
ヌ
ー
ト
バ
ー
選
手

を
日
本
代
表
チ
ー
ム
に
召
集
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
な
い
こ
と

で
し
た
。
私
自
身
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
観
戦
し
て
、
日
本
の

た
め
に
外
国
の
選
手
た
ち
が
日
の
丸
を
掲
げ
て
奮
闘
す
る
姿
に
感
動
し
た
経

験
が
影
響
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
が
手
を
つ
な
ぐ

環
境
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
が
、
野
球
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
ほ
ど
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
野
球
で
そ
れ
を
や
る
の
は
、
み

ん
な
ど
う
思
う
か
な
と
迷
い
ま
し
た
が
、
「
海
外
の
人
も
仲
間
な
ん
だ
」
と

い
う
チ
ー
ム
を
作
っ
て
み
た
く
て
、
思
い
切
っ
て
や
っ
て
み
ま
し
た
。 

ヌ
ー
ト
バ
ー
を
ス
ム
ー
ズ
に
チ
ー
ム
に
溶
け
込
ま
せ
た
い
、
心
を
開
い
て

い
る
こ
と
を
行
動
で
示
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。
あ
る
コ
ー
チ
の

発
案
で
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
、
そ
れ
も
ち
ゃ
ん
付
け
で
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
で
呼
ば
れ
て
い
る
「
ラ
ー
ズ
」
で
は
な
く
、
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム

の
「
タ
ツ
ジ
」
か
ら
「
た
っ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
愛
称
を
選
び
ま
し
た
。
初
め

て
チ
ー
ム
に
合
流
し
た
日
、
彼
を
歓
迎
す
る
た
め
に
、
背
中
に
筆
文
字
の
日

本
語
で
「
た
っ
ち
ゃ
ん
」
と
書
か
れ
た
特
製
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
は
チ
ー
ム
が
一
体
と
な
る
た
め
の
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
で
、
み

ん
な
の
心
を
重
ね
て
共
に
戦
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

野
球
で
も
、
サ
ッ
カ
ー
で
も
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
も
、
サ
ー
フ
ィ
ン

で
も
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
何
だ
っ
て
い
い
。
身
体
を

動
か
し
て
、
心
も
動
か
し
て
い
け
ば
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
、
励
ま

し
合
う
こ
と
、
競
い
合
う
こ
と
、
讃
え
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
生
き
て
い
る

こ
と
を
実
感
で
き
る
は
ず
で
す
。
支
え
合
う
こ
と
の
尊
さ
に
も
、
気
づ
く
で

し
ょ
う
。 

野
球
を
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
笑
顔
の
広
が
る
社
会
を
作
り
た
い
。
子

ど
も
た
ち
に
、
明
る
い
未
来
を
届
け
た
い
。
そ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
私
が
目
ざ

し
て
い
く
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。 
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保護者アンケート（2023 年１月実施） 

県内の３～５歳の子をもつ保護者 回答数 2,782 

年少（満３歳を含む）1,051 年中 865 年長 866 

アンケート 

「みんなでやるってたのしいね」 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

ウ 自分の思

いを伝えてい

る

カ やりとりを

楽しんでいる

ク 協力してい

る

ケ その他

Ｑ１ あなたのお子さんは、他のお子さんとの関わりの中で、

どのような姿が見られますか？

年少 年中 年長

（２つまで回答） 

 
やりとり自体を楽しんでいる

お子さんが多いんだね。 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

イ 自分の感情

や意思を表現す

ること

ク その他

Ｑ２ みんなで一緒に活動することを楽しむようになるために、

子どもにとってどのようなことが大切だと思いますか？

年少 年中 年長

（２つまで回答） 

 

学年が上がるにつれ、

友達と考えたり協力

したりすることが大切

だと思う人が多いぴよ。 

安心して
過ごして
いる 

にぎわいの 
そばにいよう
とする 

自分の思いを
伝えている 

思いを出せず
我慢している 

話を聞こうと
する 

やりとりを 
楽しんでいる 

思いの違い
からけんか
をする 

協力して 
いる 

その他 
 

周りから温かく
見守られている
安心感をもつ
こと 

自分の感情や
意思を表現 
すること 

友達と一緒に
いる楽しさや
充実感を味わう
こと 

自分と異なる
イメージや考え
をもった存在に
気付くこと 

感情的な行き
違いや自他の
欲求の対立から
葛藤すること 

友達と一緒に
考えたり協力
したりすること 

それぞれのよさ
が発揮され、
認め合うこと 

その他 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでは自分がしたいことだけは絶対に

曲げなかったのに、年長になり、周りの意見

や主張を聞いて、「じゃあこうしてみよう」「こ

うなったら楽しいね」と言えるようになって

きています。皆で何かをすることは、娘にと

ってとても有意義な時間のようです。 

（山王認定こども園） 

ある日、子どもが「保育園ですごろくした

の！楽しかった！」と言うので、「１番だった

の？」と聞くと、「違うよー、〇〇ちゃん！」

とこたえました。ずっと勝ち負けにこだわっ

ていた子が、お友達と遊ぶこと自体に楽しさ

を感じていたので、成長を感じました。 

（明神保育園） 

 

５歳 

その他コメントはデジタル版へ  

 子どもは、自分らしさを発揮しながら友達と関わることで、それぞれの持ち味が発揮され、互いの

よさを認め合う関係ができていきます。それが、友達と協力して生活したり学び合ったりする姿につ

ながっていきます。そのために、私たち大人は、子どもが「温かく見守られている安心感や自己肯定感

をもつこと」「友達と一緒に過ごす楽しさを味わうこと」を大切にしていきたいですね。 

保護者アンケートに寄せられたコメント

園での子どもたちの姿をのぞいてみよう！ 

３歳 ４歳 

園の広場にある遊具で、レスキ
ューごっこが始まりました。坂の
下にいる子が「助けて―！」と叫ぶ
と、上にいる子が「いま助ける
ね！」とロープで引っ張ります。な
かなかロープが上げられないと
「手伝うよ！」と周りにいた子が
集まって、一緒に引っ張り上げま
す。「ありがとう！」と助けてもら
った子は嬉しそうに、今度はレス
キュー役に回って友達を助ける姿
が見られました。 
いろいろな遊びを通して、気の

合う友達と一緒に遊ぶ楽しさを感
じてほしいと願っています。 

（認定こども園釜井台幼稚園） 

水道に水を溜め、素材にもこだわ

って船を作っている子どもたち。ど

うやったら丈夫で前に進む船にな

るか友達同士で考えています。 

「こうしたらどうかな」「それい

いね」と意見を出し合いながら、難

しそうなことにも挑戦したり一緒

に楽しんだりしています。うまくい

かなかった経験が、友達と意見を出

し合って成功したことで、みんなで

大喜びする経験につながりました。 

思いを伝え合いながら遊びを進

めていく楽しさを感じられるよう

に支えています。 

（那須烏山市立つくし幼稚園） 

活動が始まると「せんせいで

きない」と保育者に気持ちを伝

えてくる A ちゃん。先生と一緒

がいい、やりたくないという気

持ちを受け止め、先生と一緒に

応援することを提案すると、笑

顔で応援する姿が見られまし

た。何度か友達を応援していく

うちに、保育者と一緒に活動に

参加することもできました。 

 思いを受け止めてもらえると

いう安心感の中で、友達の存在を

感じたり関わる楽しさを感じた

りする経験を大切にしています。 

（馬門鏡もち保育園） 

「お母さんも一緒に来て～」となかなか自

分からお友達の輪の中に入っていけなかった

娘も年長になり、「お母さんはあっちで待って

て～」と子どもたちだけで遊び、関わりをも

てるようになりました。とても成長したと嬉

しく思います。 

（認定こども園黒羽幼稚園） 

公園や公共施設に行っても、お友達がいた

ら「いーれーて！あそんでいい？」と仲間に

入りたがります。パパとママがそばにいると

いう安心感があるから、自分から声をかけら

れるのかなと思います。 

 

（やしお幼稚園） 

https://www.tochigi-edu.ed.jp/icnt/yokyo-c/a2f9829581a17936ab7c6ced8b8657ed/page_20230922065338#cmt
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家庭教育ホットライン（保護者専用） 

TEL ０２８－６６５－７８６７ 

 

 

 
 

 
 
保護者のみなさん！お子さんの育児、子育て、しつけ等家庭

教育のことや友達、いじめ等対人関係のことなどで困っている
こと、悩んでいることはありませんか？  
秘密は絶対に守ります！一人で悩まず気軽に御相談ください！

   
 

メール相談はこちら 
 
 

 

   

 

 

 

 

受付時間 
月～金曜日  午前 8：30～午後 9：30 

土曜日  午前 8：30～午後 5：30 
上記時間外と日曜日・祝日・年末年始等は、相談の受付は行って

おりません。  

お急ぎの方は、全国共通24時間子どもＳＯＳダイヤル 

「0120-0-78310」におかけください。  

※Web サイトでバックナンバーを見ることができます。 マスコット ぴよちゃん 

Web アンケートの回答にご協力ください 

 

皆様からの声をもとに誌面を作成していきます。  

次号のテーマは「体を動かすって楽しい♪」です。テーマに関する

アンケートの回答にご協力ください。  

次号のテーマは「体を動かすって楽しい♪」です！ 

アンケートはこちらから 

回答期間 

11／15（水）から 1／31（水）まで 

アンケートにご協力いただいた方全員に特典！ 

URL:http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/youji/  

 

E-MAIL:yokyo-c@tochigi-edu.ed.jp 

 

 

＊宇都宮動物園の「雨＆雪の日限定小人入園 500 円券」（3 才～小学生まで）  

＊那須どうぶつ王国の「入国料 100 円割引券」 

＊壬生町おもちゃ博物館の「こども入館料 200 円券」（4 歳～中学生まで）  

 

 

「栃木子どもの本連絡会」からのオススメ 
『なぞなぞえほん』   福音館書店  

中川李枝子 さく          山脇百合子 え 
 

         クイズや謎解きなど人気があります
が、なぞなぞは好きですか？ 
この本は、子どもの生活に密着した

なぞなぞが盛りだくさんです。 
実生活や絵本の中でなじみの事柄

が答えです。 
 日々の暮らしは見ているようで見ていないことがあります
が、小さい子たちはよく見ているものです。 
なぞなぞを出してほしい。なぞなぞに答えてほしい。答えを

知っていても、何度も何度も持ってくる。 
お友達が集まった時などてんやわんや。大声でわれ先に答え

る子や指されるまで待つ子など個性が出ます。 
その内、他にも答えがあるのでは？とみんなで話し合った

り、子ども同士で「１のまき」は君、「２のまき」はぼく、と読み手
の取り合いになることも。 
読書は体験。繰り返したくなる楽しい体験が、この本には  

詰まっているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもに読書のよろこびを」をテーマに 1979 年から

活動しています。興味のある方は、ぜひ HP を御覧くだ

さい。          http://tochiko.holy.jp/ 
 

栃木子どもの本連絡会  
長谷川 代志枝 さん 

ホットほっとメール相談 検索 

な や む な  
 

https://forms.office.com/r/0iZfV9fSBJ
http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/youji/
http/www.tochigi-edu.ed.jp/center/youji/
mailto:yokyo-c@tochigi-edu.ed.jp
http://tochiko.holy.jp/
https://forms.office.com/r/0iZfV9fSBJ

